
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 1038回(5月 12日)例会の記録  
 

点 鐘     稲見 淳会長  
合 唱     国歌斉唱 奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  園部君 田端君 
卓話講師    第 2570 地区国際奉仕部門 

国際支援委員会 副委員長 

        田島博夫様(行田さくらＲＣ) 

ビジター    米山奨学生 趙恩恵さん 

 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
４０名 ３３名 81.58％ 83.78％ 

  会長の時間         稲見会長 
今日は田島様、どうぞお話よろしくお願い致し

ます。そして 6月 23日がいよ
いよ最後の夜間例会・親睦会と

いうことで、ここに寶積パスト

会長のご厚意で、ボセスラティ

ーナを呼んでおります。皆様ご

承知おき頂ければと思います。 
今日はメジャーのピッチャ

ーの肘についてお話したいと

思っております。 
今年 3 月にダルビッシュが肘の手術を致しました。
肘の側副靭帯を損傷し、トミージョン手術という

ものを受けました。田中将大も昨年 7 月にやはり
肘を故障して、それから半年余り棒に振り、今年

は2勝1敗ということで出場はしておりましたが、
やはり先日肘を壊しまして、今は戦列から離脱し

ているという状態です。 
先ほど言いましたトミージョン手術、これを受

けている選手は今かなり多く、日本からメジャー

に行った選手で言いますと、松坂、和田、藤川球

児、田澤等、本当に日本の名だたるピッチャーが

肘を故障しております。日本で言いますと桑田真

澄、村田兆治、この辺がやはり同じ手術を受けて

おります。このトミージョン手術というのは、

1974 年にフランクジョブ博士がメジャーのトミ
ージョンという選手に靭帯修復手術を致しまして、

それが成功し、このトミージョンは肘を怪我する

前は 120勝ちょっとしていたのですが、手術後復
帰してからは 160勝超、合計で 288勝という大投
手になったことで、この手術が今や当たり前のご

とく行われるようになりました。 
どんな手術かといいますと、損傷した靭帯を切

除した上で、反対側の腕の正常な腱を移植、そし

てその靭帯が修復するのを待つというものです。1
度で治るという人もいれば、また壊して 2度 3度
と受ける人もおります。この手術はリハビリが長

く、約 2 カ月で生活するようなリハビリをし、そ
れから約 15 カ月で復帰をしてくるということで
す。そして成功率ですが、今はメジャーの人が 82%、
マイナーを入れると 97%の人が治って帰ってくる
とのことです。 
田中が怪我をして昨年 7 月から休んでいるわけ
ですが、今ニューヨークの方では、やはり昨年 7
月にいっそのこと手術をしてしまって、今年を棒

に振っても来年復帰した方が良かったのではない

かと言う話がでているところです。 
この手術をして、中には 3km/hスピードが速く
なる人もいます。通常は治って復帰をすると、

1km/h~1.5km/h の間でスピードがダウンするく
らいですので、やはり手術は受けた方が良いとい

うことだと思います。そしてどうして肘の靭帯に

損傷がくるのかということですが、やはり速球の

全力投球がダメージとなるそうです。例えば岩隈

や黒田はメジャーでやっておりますが、肘を壊し

ておりません。これはやはりどちらかというと速

球タイプではないということ、しかしダルビッシ

ュや田中は速球派投手ということで、やはり肘に

ダメージがいくということです。そして若い頃か

らの蓄積したダメージ、田中将大は高校野球の時

にかなり投げております。そして楽天で星野にか

なり酷使されましたのでこれも影響しており、今

は高校野球の頃からある程度肘を管理しないと、

どうしても肘を悪くするということです。そして

投球フォームによる影響、球種による影響、これ

も最近はスプリッターやスライダー、カットボー
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ル、手に挟んで投げる球が多いということで、メ

ジャーのボールは滑りやすく、日本のボールより

重いということで、肘にかなりの影響が出るとい

うことです。そして一番の影響は登板間隔、ダル

ビッシュが中 5 日は最低欲しいと言っている通り、
この間田中が肘を故障した時には、ちょうど 3.5
日で登板しております。そしてそこには移動も含

まれておりますので、相当過酷です。私もテレビ

で見ておりましたが、その日の気温がちょうど 0
度でした。やはり首脳部の方も、登板間隔を是非

考えなければいけないと思っております。 
私もメジャーが大好きで、今は青木が頑張って

おります。岩隈はいまいちですが、あとは田中将

大がどのくらい勝ってくれるかということを期待

しております。 
 
 

  幹事報告                江原幹事 
1. 「高校生社会体験活動」ご協力のお願いにつ

いて 
2.  地区より、地区役員・クラブ会長合同会議開
催のご案内について 

3. 第 2570 地区米山記念奨学学友会総会及び
2015 学年度新規奨学生歓迎会のご案内につ
いて 

4.  地区より、長野県御嶽山災害支援について 
5.  地区よりネパール災害支援について 
6. 次年度役員。理事のお知らせについて 
  所沢、入間、所沢中央、新所沢、入間南各ＲＣより 
7. 平成２７年度青少年を育てる狭山市民会議
総会及び第１回理事会について 

8. 第2回「青少年を育てる狭山市民会議理事会」
開催について 

9. 狭山市交通安全対策協議会委員について 
（依頼） 

10. 春の全国交通安全運動に係わる広報啓発活
動の実施について（依頼） 

11. 受贈会報 所沢ＲＣ 所沢西ＲＣ 所沢東ＲＣ 
12. 回覧物 第 25回日本ロータリー親睦ゴルフ 
  北海道大会６月２２（月） 
13. ＡＡＲニュース 5月号、バギオだより 5月号 
 
 
《)会員 3分間スピーチ)》)

                   ) 高田虎光会員))
先日、西武沿線の中で「熟年

ばんざい」等、ポストに勝手に

入る雑誌があるのですが、その

中に大林素子が出ておりまし

た。大林素子が熟年かと思った

のですが、私は彼女が小学校の

頃から同じ団地に住んでおり

ました。彼女はとても良い子だったのですが、母

親は遊んでばかりおりました。そして彼女は体育

大出のやさしく綺麗な父親似でしたが、彼女の妹

さんは鍵っ子でした。家の長男と仲良くなって必

ず手をつないで出て来たそうです。そのまま妹さ

んは家に鍵をかけて、私の家に遊びに来ておりま

した。そして夕方学校が終わると大林素子が母親

役として迎えに来ておりました。 
それからしばらくしてバレーの試合を観ており

ましたら、妻が「あの子大林さんじゃない？」と

言い、背中を見てみましたら大林と書いてありま

した。高校の頃から全日本に入っていたのです。 
子供の頃から大きかったけれど、本当に可愛か

ったです。今は舞台女優等色々なことをしている

ようですが、本当にあの子はぐれなくて良かった、 
あのような母親でも本当に良い子だったと、今で 
もよく言っております。 
 
 

  委員会報告    
           米山奨学生 趙恩恵さん 
皆さんこんにちは。最近の

私の報告をさせて頂きます。 
皆さんご存知の通り、最近ネ

パールにすごく大きい地震が

起こりました。私の大学は国

際大学なので、ネパールの留

学生がとても多いです。 
それで先週、私のネパールの友人と一緒に寄付

活動に参加し、多くの寄付金を集めることができ

ました。私はあまり奉仕活動に興味がなかったの

ですが、米山記念奨学生になり、ロータリアンの

皆様が奉仕活動にとても力を入れている姿をみて、

興味を持つようになりました。来週土曜日には秩

父にあるロータリーの森掃除活動に参加する予定

です。 
最後に、来週月曜日に三菱鉛筆という会社の最

終面接が残っています。私は話すことが凄く下手

なので緊張したのですが、1 年近く狭山中央クラ
ブの例会に毎月 1 回参加し、皆様と色々なことを
話すことで、以前よりは少し上手くなったと思い

ます。来週の最後の面接も頑張って行ってきます。 
いつもありがとうございます。 
 
 
Ｒ財団) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 柴田委員長)

急なことなのですが、今日は 2570 地区の国際
奉仕の方がみえていらっしゃり、また先ほど米山

の方からもそのような支援をしているということ

でしたが、私共 2006-2007年、今から 9年前にネ
パールのバワニ小学校という所に教室を 3 つ提供
しております。これは財団からの寄付を仰いだの

ではなく単独事業で、私共、皆さんからの浄財を

集めて、100 万円というお金で、鉄筋コンクリー
トの教室を 3つ用意させて頂きました。 
現地にも行きお互いお祝いをし合ったという経



験もございますが、最近この学校が地震に対して

どうなっているかということで、窓口をして頂き

ました大宮にありますユネスコの本田さんという

会長さんに問い合わせを致しましたが、「残念なが

ら情報が入ってこない」ということ、「10 月もし
くは 11月に必ず行くので、その時に確認報告をし
たい」ということでした。そして「宜しければ、

もう既に色々な所からの今回の地震に対しての支

援を行いたいという声があるので、狭山中央さん

もそれでよければ、用意頂ければ私が直に持って

行き、向こうとの関係を深めていきたい」とのお

話がございました。 
ちょうど連休中のお話でしたので、皆さんにお

諮りすることがまだできなかったのですが、この

ようなことをやっていきたいと思っております。

来週理事会がございますので、皆さんから義援金

を集めて、赤十字等に持って行きますといつどう

なっているのかがさっぱりわかりませんので、然

るべき具体的なルートを通して事を進めていきた

いという思いでおります。 
その後はっきり致しましたらまた報告出来ると

思いますが、今日はお願いしたいということをお

話させて頂きました。当時私は実行委員長をして

おりましたので、縁があるところでございますの

で、何とか少しでも義援金をと思っております。

ご協力の程、宜しくお願い致します。 
 
 
「外来卓話」・・・・・・・・ 
第２５７０地区国際奉仕部門 

国際支援委員会 副委員長 田島博夫様 
           （行田さくらＲＣ） 

 
【ミャンマー視察報告】 

2570地区国際奉仕部門の活動は、日本ユネスコ
を通じた発展途上国向けの資金援助と日比・日豪

の学生の交流の 2 本柱から始まりました。その後
も、交換学生の交流は継続されていますが、日本

ユネスコを通じた支援金援助は、より具体的に使

途を特定した支援を目的に、埼玉ユネスコを通じ

たネパールの寺子屋運動、難民を助ける会を通じ

た義足支援、タイの小学校への飲料水ろ過装置の

設置事業に軸足が移ってまいりました。 
 本年度、更に目に見える支援ということで、急

速に発展を続け、日本が最も熱い視線を寄せる東

南アジアのミャンマーを平成 26年 11月 8日～14
日の日程で国際支援委員会 5 人のメンバーにより
視察してまいりました。 
○ミャンマーを視察に選んだ理由としては、以下

のことがあげられます。 
１．長い間の軍事政権による閉鎖的な国家から、

ノーベル平和賞を受賞したアウンサンスーチ

ー女子の自宅軟禁解除などにより、ここ数年

で民主化が急速にすすんでいる。 
２．日本の 1.8倍の国土、5千万人を超える人口の
ほとんどが熱心な仏教徒で勤勉な国民性を有

している。 
３．長い間の軍事政権下で経済発展が遅れ、一人

あたりのＧＮＰ（国民総生産）は東南アジア

では最下位グループであるが潜在的にはトッ

プグループになる可能性があること。 
４．第二次世界大戦では日本軍が悲惨な戦争の爪

痕を残し多くのミャンマー人が犠牲となった

が、日本はイギリスの植民地から解放してく

れた国というイメージが強く親日家が非常に

多いこと。 
○視察の主たる目的は、ミャンマーの寺子屋教育

と大学教育の実情を視察することにより、具体

的な支援の在り方を模索することでありました。

我々は、その趣旨に沿って以下の施設を訪問し

ました。 
1、 ヤンゴン市 デイアーティリィ アトカ寺子
屋学校 

2、 バカン市 ゼイダウオン モナヒスト寺子屋
学校（2013年に 2570地区が支援） 

3、 ヤンゴン市 タクマゾン ティカソウ寺子屋
学校 

4、 ヤンゴン市 ニタワリ寺子屋学校（今泉奨学
会寄贈の図書館設置校） 

5、 ヤンゴン市 第一医科大学   学長と面談 
6、 ヤンゴン市 ヤンゴン大学   副学長と面
談 

7、 ヤンゴン市 ミャンマー日本協会  ソーラ
ミン会長（元日本及びフランス大使）と面談 

○訪問した施設の概要 
今回訪問の寺子屋学校は、年齢的には日本の幼

稚園児から中学生位までの児童を収容していると

ころが多く、1 学年が 30 名～80 名程度、全校生
徒は 300人から 600人の規模でありました。ミャ
ンマーにおいては、公立学校もあり授業料は無料

ですが、ユニホーム代、教材・消耗品代費がかか

るため、ほとんどの児童が通うことができません。 
そのため、すべての費用（地区外の児童は衣食住

も含めて、すべて寺が無料提供しているところが

多い）を面倒みてくれる寺子屋に通うのが一般的

であります。 



※ 次の例会 第 2副 SAA 田中(隆)君 田中(八)君 
５月２６日(火)  12：30～13：30 
 会員卓話  小林奈保絵会員   

驚かされるのはほとんどの寺子屋は国、地方自

治体の運営費補助などは受けていないことであり

ます。教材費、消耗品費、ユニホーム代、光熱水

費、衣食住費は、外国人からの支援金も含め、ほ

とんどを寺のお坊さんが集める寄付金で賄ってい

るのです。10 人から 20 人いる教師も、ボランテ
ィアで無報酬（寄付金が多い時は部分的に支給）

です。 
上述した 1 番のデイアーティリィ アトカ寺子
屋学校資料によると、約 600人の児童をかかえる
学校を 1年間賄う資金が人件費を含めて約 200万
円で、1か月では 17万円弱の運営費なのです。実
に、児童一人あたり 1カ月 290円弱、1年間 3,300
前後で全ての経費を捻出しているのであります。

慢性的に資金不足な状況下で寄付金集めを含め児

童のために昼夜働くミャンマーのお坊さん、教師

のみなさまには我々委員会メンバー一同誠に頭が

下がる思いでの寺子屋訪問、ミャンマー視察の

日々となりました。 
  
まとめ 

 仮に日本の 1,000 人のロータリアンが一人
2,000 円ずつ資金援助をすると 600 人の児童の 1
年分の学校運営費を賄うことができる・・・・・

これは大変な驚きであり、我々ロータリアンが真

剣に取り組むべき国際奉仕活動であるとの志を強

くしたミャンマー視察でありました。「1本のペン、
1 冊の本が世界を変える」はノーベル平和賞を受
賞したパキスタン人のマララさんの言葉です。各

クラブにお願いをしている一人当たり 2,000 円の
支援金の拠出にご理解を賜り、みなさまの暖かい

ご支援を切にお願いしミャンマー報告とさせてい

ただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   
稲見君 行田さくらＲＣ、地区国際支援委員会 
    田島博夫副委員長、ようこそおいで頂き

ました。お話よろしくお願いします。 
    高田会員３分間スピーチ楽しみにしてい

ます。 
江原君 国際ロータリー第 2570 地区、国際奉仕

部門国際支援委員会副委員長、田島博夫

様本日はお忙しい中お越し頂きましてあ

りがとうございます。卓話の時間何卒よ

ろしくお願い申し上げます。３分間スピ

ーチの高田会員お話し楽しみにしており

ます。宜しくお願い申し上げます。 
栗原(成)君 5月 3日に 5人目の孫が生まれました。

男の子でしたので親は残念がっています。

３人目も頑張れと言ってやりました。 
宮野君 お休みが多くてすみません。 
坂本君 国際支援委員会、副委員長の田島博夫様 
    卓話よろしくお願い致します。 

高田会員３分間スピーチよろしくお願い

致します。 
会員誕生祝 吉川君 佐藤君 
夫人誕生祝 奥冨君 
結婚記念日 江原君 野口君 小幡君 園部君 
 
 
 
 
 
 

2014～2015年度 
ニコニコ累計額 2,578,000円 

 
 
 


